
  

白
系
ロ
シ
ア
人
の
残
照 

 

「深
江
文
化
村
を
巡
る
人
々
」 

柚
木
原 

博 

 

昨
今
、
日
本
で
は
ロ
シ
ア
の
文
豪
ド
フ
ト
エ
フ

ス
キ
ー
が
脚
光
を
浴
び
て
い
る
が
、
彼
と
双
璧
を

成
す
ロ
シ
ア
文
学
の
巨
人
ト
ル
ス
ト
イ
を
忘
れ

て
は
な
る
ま
い
。 

 

そ
の
ト
ル
ス
ト
イ
の
末
娘
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ

が
一
年
ば
か
り
、
今
の
神
戸
市
東
灘
区
深
江
南
に

住
ん
で
い
た
。 

  

時
は
１
９
２
０
年
後
半
、
１
９
１
７
年
の
ロ
シ

ア
革
命
後
多
く
の
白
系
ロ
シ
ア
人
が
迫
害
を
逃

れ
て
札
幌
、
東
京
、
横
浜
と
日
本
各
地
に
流
れ
込

む
。
そ
し
て
１
９
２
３
年
の
関
東
大
震
災
に
遭
遇

し
た
東
京
、

横
浜
に
住
む

人
達
の
内
か

ら
安
全
な
神

戸
に
移
り
住

む
人
が
増
え

た
。
１
９
３

０
年
に
は
、

一
時
約
５
０
０
人
に
達
し
て
い
た
。
彼
等
の
大
部

分
は
北
野
の
山
本
通
り
に
居
を
構
え
た
が
、
音
楽

を
中
心
に
し
た
芸
術
家
達
が
芦
屋
川
河
口
西
側

に
芸
術
村
と
言
う
べ
き
深
江
文
化
村
を
築
い
た
。 

  

約
２
２
０
０
坪
の
土
地
に
、
４
０
０
坪
の
芝
生

の
中
庭
を
中
心
に
し
て
、
周
り
に
１３
軒
の
各
々
が

個
性
あ
る
、
瀟
洒
な
洋
館
を
建
て
た
。
１
９
２
３

～
１
９
２
５
年
に
掛
け
て
の
こ
と
で
あ
る
。
北
は 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

緑
色
濃
い
六甲

山
の
山
並
み
、

南
は
、
ほ
ん
の
目
の
前
は
白
砂
青
松
の
砂
浜
を
背

景
に
、
金
髪
碧
眼
の
美
女
が
芝
生
で
の
ん
び
り
と

白
い
肌
を
曝
し
て
日
光
浴
を
楽
し
ん
で
居
る
風

景
な
ど
は
、
当
時
の
日
本
人
に
と
っ
て
は
、
正
に
、

忽
然
と
現
れ
た
想
像
も
出
来
な
い
別
天
地
、
別
世

界
の
話
だ
っ
た
。 

  

ロ
シ
ア
人
達
に
と
っ
て
も
、
山
の
緑
、
海
の
青
、

太
陽
が
輝
く
風
光
明
媚
の
土
地
は
、
本
国
で
は
黒

海
沿
岸
の
ソ
チ
以
外
に
は
知
ら
ず
、
そ
の
上
、
西

洋
音
楽
を
愛
す
る
民
度
の
高
い
日
本
人
達
が
回

り
に
居
る
と
い
う
こ
と
に
、
亡
命
の
悲
哀
を
し
ば

し
忘
れ
た
に
違
い
な
い
。 

  

大
勢
の
音
楽
家
の
中
で
も
、
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・

メ
ッ
テ
ル
は
Ｊ
Ｏ
Ｂ
Ｋ
（
現
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
の
大
阪
フ

ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
指
揮
者

で
あ
り
、
さ
ら
に
、
彼
は
、
京
都
大
学
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
指
揮
者
と
し
て
朝
比
奈
隆
や
服
部
良
一

ら
を
育
て
た
。
ま
た
、
彼
の
妻
で
バ
レ
エ
教
授
の

オ
ソ
フ
ス
カ
ヤ
は
、
芦
屋
と
宝
塚
で
、
歌
劇
団
の

古澤邸、露人ラディスキー設計、１９２５年建 



授
業
や
個
人
レ
ッ
ス
ン
を
行
っ
て
い
た
。
当
時
の

宝
塚
歌
劇
の
発
展
に
多
数
の
白
系
ロ
シ
ア
人
音

楽
家
達
の
貢
献
が
大
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
出

来
な
い
こ
と
で
あ
る
。
否
、
彼
等
は
関
西
ば
か
り

で
な
く
全
国
の
音
楽
活
動
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
。 

 

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
は
、
世
が
世
な
ら
ば
伯
爵
家

の
娘
で
あ
る
が
、
１
９
２
９
年
、
苦
労
の
貧
乏
船

旅
で
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
か
ら
敦
賀
経
由
日
本

に
や
っ
て
来
た
。
日
本
の
新
聞
社
か
ら
講
演
依
頼

が
有
っ
た
と
の
口
実
で
、
革
命
政
府
か
ら
許
可
を

取
り
出
国
。
経
済
的
に
は
苦
し
く
、
ト
ル
ス
ト
イ

に
関
す
る
講
演
料
や
ロ
シ
ア
語
講
座
の
収
入
で

か
ろ
う
じ
て
生
活
費
を
賄
っ
て
い
た
。 

既
に
神
戸
で
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ビ
ジ
ネ
ス
を
始

め
て
い
た
フ
ﾖ
―
ド
ル
・
モ
ロ
ゾ
フ
が
彼
女
の
ス 

ポ
ン
サ
ー
と
な
り
、
何
く
れ
と
世
話
を
し
た
と
言

う
。
彼
女
が
深
江
村
か
ら
神
戸
の
山
本
通
の
モ
ロ

ゾ
フ
宅
に
通
う
と
き
、
交
通
費
節
約
の
た
め
、
必

ず
、
自
転
車
を
利
用
し
た
と
か
。
戦
前
の
オ
ン
ボ

ロ
自
転
車
、
し
か
も
、
距
離
に
し
て
約
１２
キ
ロ
は

あ
る
し
、
道
路
悪
く
、
神
戸
は
坂
道
多
く
、
乗
る

に
は
相
当
の
体
力
が
要
る
。
彼
女
は
逞
し
い
ロ
シ

ア
女
性
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
事
実
、
彼
女
は
第

一
次
世
界
大
戦
時
に
従
軍
し
、
勲
章
を
授
与
さ
れ

た
英
雄
で
あ
っ
た
そ
う
な
。 

 

結
局
、
彼
女
は
１
９
３
１
年
に
モ
ロ
ゾ
フ
氏
の

援
助
を
受
け
て
ア
メ
リ
カ
に
亡
命
す
る
。 

  

さ
ら
に
、
芸
術
村
を
巡
っ
て
、
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
人
に
、
ロ
シ
ア
国
籍
の
ユ
ダ
ヤ
人
レ
オ
・
シ

ロ
タ
親
娘
が
居
る
。
彼
は
そ
の
時
代
の
欧
州
で
は

最
高
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
の
名
声
を
勝
ち
得

て
い
た
が
、
第
一
時
代
戦
後
の
欧
州
の
政
治
不
安
、

ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
の
高
ま
り
を
憂
慮
し
て
、
山
田
耕

筰
の
薦
め
も
あ
り
、
一
家
で
１
９
２
９
年
に
来
日

す
る
。 

 

そ
の
来
日
時
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
車
中
で
ベ
ル
リ

ン
音
楽
大
学
で
の
留
学
を
終
え
て
帰
国
途
上
の

バ
イ
オ
リ
ン
奏
者
の
貴
志
康
一
と
偶
然
に
出
会

う

。
貴
志
は
当
時
２０
歳
。
教
養
、
才
能
に
恵
ま

れ
、
意
欲
満
々
の
音
楽
家
で
あ
っ
た
。 

 

き
わ
め
て
裕
福
な
芦
屋
の
家
庭
の
出
で
、
旧
制

甲
南
高
出
身
。
少
年
の
頃
か
ら
深
江
村
の
音
楽
家

か
ら
バ
ィ
オ
リ
ン
教
育
を
受
け
た
。
貴
志
と
シ
ロ

タ
の
友
情
は
、
貴
志
が
１
９
３
７
年
に
２８
歳
の
短

い
生
涯
を
終
え
る
ま
で
続
い
た
。 

  
シ
ロ
タ
の
愛
娘
、
ベ
ア
テ
は
来
日
時
６
歳
。
第

二
次
大
戦
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
一
員
と
成
り
、
日
本
語
を

含
め
６
ヶ
国
語
に
堪
能
な
才
女
と
し
て
、
日
本
の

戦
後
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
日
本
国

憲
法
第
２４
条
の
男
女
平
等
の
草
案
を
起
草
す
る

と
は
誰
一
人
想
像
し
得
な
か
っ
た
。 

  

シ
ロ
タ
は
来
日
後
、
東
京
音
楽
学
校
の
教
授
に

就
き
大
勢
の
優
秀
な
弟
子
を
育
て
る
と
共
に
、
個

人
レ
ッ
ス
ン
も
熱
心
に
行
い
、
官
立
校
出
以
外
の

才
能
あ
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
達
を
世
に
送
り
出
し
た
。

と
り
わ
け
関
西
に
は
毎
月
の
よ
う
に
出
か
け
、
そ

の
都
度
、
必
ず
貴
志
と
会
い
、
深
江
村
を
訪
れ
た



と
言
う
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
彼
は
家
族
を
伴

い
あ
る
夏
休
み
を
深
江
村
で
過
ご
し
、
ベ
ア
テ
は

深
江
浜
で
海
水
浴
を
楽
し
ん
だ
に
違
い
な
い
。 

  

彼
が
如
何
に
当
時
有
名
で
あ
っ
た
か
の
例
と

し
て
、
谷
崎
潤
一
郎
の
代
表
作
『
細
雪
』
文
中
に

彼
の
名
前
が
出
て
く
る
。
「
生
憎
今
日
の
会
と
い

う
の
は
、
阪
急
御
影
の
桑
山
邸
に
レ
オ
・
シ
ロ
タ

氏
を
聴
く
小
さ
な
集
ま
り
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
三

人
が
招
待
さ
れ
て
い
る
と
言
う
わ
け
で
、
雪
子
は

他
の
会
な
ら
ば
よ
ろ
こ
ん
で
棄
権
す
る
の
だ
け

ど
、
ピ
ア
ノ
と
聴
く
と
行
か
ず
に
は
お
ら
れ
な
い

の
で
あ
っ
た
」
主
人
公
の
雪
子
は
正
に
純
日
本
的

な
女
性
だ
が
、
関
西
の
え
え
し
の
育
ち
だ
け
に
、

そ
の
頃
は
や
っ
て
い
た
必
須
の
ピ
ア
ノ
教
育
は

受
け
て
い
た
。 

  

話
は
変
わ
る
が
、
谷
崎
は
そ
の
頃
深
江
村
か
ら

山
手
に
２
キ
ロ
程
上
が
っ
た
岡
本
に
住
ん
で
い

た
。
そ
こ
で
彼
の
名
作
の
一
つ
で
あ
る
『
痴
人
の

愛
』
の
執
筆
中
で
あ
っ
た
。
ト
ル
ス
ト
イ
文
学
の

影
響
を
受
け
た
と
言
わ
れ
て
い
る
谷
崎
で
あ
る

か
ら
、
き
っ
と
、
知
人
を
通
し
て
深
江
村
を
訪
れ
、

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
と
会
っ
た
に
相
違
な
い
。 

 

そ
の
岡
本
の
住
ま
い
、
通
称
「
ナ
オ
ミ
の
家
」

も
保
存
運
動
も
虚
し
く
、
２
０
０
６
年
の
夏
に
解

体
さ
れ
た
。 

 

シ
ロ
タ
は
そ
の
後
も
東
京
音
楽
学
校
で
の
熱

心
な
指
導
、
個
人
レ
ッ
ス
ン
、
全
国
演
奏
旅
行
と

多
忙
な
日
々
を
過
ご
し
、
日
本
の
音
楽
発
展
に
多

大
の
貢
献
を
な
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
世
界
政
治

の
不
協
和
音
は
日
ご
と
に
高
ま
り
、
戦
争
の
足
音

が
聞
こ
え
だ
す
。
愛
娘
の
ベ
ア
テ
は
１０
年
間
の
日

本
で
の
教
育
を
終
え
、
１
９
３
９
年
に
米
国
で
大

学
教
育
を
受
け
る
た
め
渡
米
す
る
。
一
方
、
シ
ロ

タ
は
音
楽
教
育
遂
行
の
責
任
を
感
じ
て
日
本
に

妻
と
共
に
残
る
決
意
を
す
る
。
し
か
し
、
直
ぐ
に

開
戦
。
戦
局
が
次
第
に
悪
化
す
る
に
つ
れ
て
、
ユ

ダ
ヤ
人
排
斥
、
あ
ら
ぬ
ス
パ
イ
容
疑
、
食
糧
難
、

軽
井
沢
強
制
疎
開
等
辛
苦
を
舐
め
る
。
１
９
４
５

年
の
８
月
の
終
戦
で
開
放
さ
れ
る
が
、
心
の
傷
は

何
時
ま
で
も
残
っ
た
。
ベ
ア
テ
は
大
学
を
最
優
秀

で
卒
業
し
、T

im
e
s

に
勤
め
て
い
た
が
、
音
信
不

通
で
あ
っ
た
両
親
が
心
配
で
、
行
方
を
捜
す
た
め

Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
職
を
求
め
、
１
９
４
５
年
に
空
軍
機
で

第
二
の
故
郷
で
あ
る
日
本
の
厚
木
基
地
に
降
り

立
つ
。
や
っ
と
両
親
を
探
し
出
し
、
涙
の
再
会
を

果
た
す
。 

  

１
９
２
４
年
か
ら
１
９
４
０
年
ご
ろ
ま
で
、
一

時
燦
然
と
輝
い
た
深
江
村
も
戦
後
の
混
乱
、
高
度

成
長
期
、
バ
ブ
ル
期
、
さ
ら
に
、
阪
神
大
震
災
を

経
た
今
、
一
帯
は
乱
開
発
が
進
み
、
別
世
界
だ
っ

た
洋
館
群
は
僅
か
に
２
軒
を
残
す
の
み
で
あ
る
。

穏
や
か
だ
っ
た
白
砂
青
松
の
浜
辺
は
護
岸
工
事

の
無
粋
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
覆
っ
て
い
る
。 

 

か
つ
て
の
異
国
情
緒
た
っ
ぷ
り
だ
っ
た
情
景

を
描
く
の
は
心
の
中
の
み
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

            

冨澤邸、現存する日本最古のツーバィフォー建築。

よく手入れされている。１９２５年竣工。 



      


